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ブルセラ症は，ブルセラ属菌に感染した動物の流産汚

物，尿，精液，感染動物との直接接触や汚物からのエア

ロゾルの吸引により感染する動物由来感染症である

［1h3］．獣医師，犬繁殖業者，犬販売業者などは，ハイ

リスク者で，感染すると倦怠感，発熱，悪寒，関節痛な

ど風邪様の症状を示す［1h3］．

ブルセラ症が感染症の予防及び患者に対する医療に関

する法律（以下，感染症法）の第4類感染症に指定され

て以降，わが国では2011年12月までに19例の患者が

報告されているが，そのうち10例はBrucella canis感

染例と推定されている［1h3］（感染症発生動向調査 感染

症週報 厚生労働省，国立感染症研究所，13，51・52（2011）

（h t t p : // i d s c . n i h . g o . j p / i d w r / k a n j a / i d w r / i d w r2011/

idwr2011-51-52.pdf））．

近年，わが国では犬ブルセラ症の飼育犬の感染や犬繁

殖施設等における集団発生事例が多数報告されており，

2008年，愛知県では，死産した犬の処置をした2名の

飼育者が感染した事例も報告されている［2h5］．

本研究では，徳島県の犬のB. canis感染状況を血清学

的に明らかにするとともに，譲渡後にB. canis抗体陽性

と判明した犬，譲渡先で同居している犬及びB. canis抗

体陽性の当該犬の元飼養者に対して医療・獣医療・行政

が連携し，B. canis抗体検査を行うなどB. canis感染予

防対策を行った．

材 料 及 び 方 法

動物及び血清： 2005年9月から2011年2月までに徳

島県動物愛護管理センターに収容された犬，計484 頭

（雄272頭，雌212頭）の血清を供試した．その内訳は，

①県内で収容された飼い主のいない，または不明の犬

（以下，野犬）310頭（雄155頭，雌155頭），②飼い主

から引き取りを依頼された犬（以下，飼育犬）133 頭

（雄106頭，雌27頭）及び③犬繁殖業者の登録取り消し

に伴い緊急避難的に収容された犬（以下，繁殖用犬）41

頭（雄11頭，雌30頭）であった．

抗体検査：B. canis抗体の検査は，ブルセラ病診断用

菌液（ブルセラ・カニス凝集反応用菌液，北里研究所生

物製剤研究所，東京）を抗原としたマイクロプレート凝

集反応を用いた．

25μlの試験血清を同量のリン酸緩衝液で5 倍から

1 , 2 8 0 倍まで 2 倍段階希釈した．次いで，25μl の

0.005％サフラニン加ブルセラ・カニス凝集反応用菌液

を加えて約20 秒間緩やかに振とうし，保湿環境下で

50℃，24時間静置した後に判定した．
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要　　　　　約

本研究では，徳島県動物愛護管理センターに収容された484頭の犬におけるBrucella canis感染状況をマイクロプレ

ート凝集反応を用いて血清学的に検討した．検査した犬の2.5％（12/484）がB. canis抗体陽性であった．野犬，飼育

犬並びに繁殖用犬の抗体陽性率は，それぞれ2.6％（8/310），2.3％（3/133），2.4％（1/41）であった．また，医療・

獣医療・行政が連携してB. canis抗体陽性を示した1頭のチワワ，元飼養者及び同居犬2頭についてB. canis抗体調査

を行うなどB. canis感染予防対策を行った．―キーワード：ブルセラ・カニス，マイクロプレート凝集反応．
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血清の最終希釈160倍以上で凝集反応を示したものを

陽性とした［2, 7］．

成 績 及 び 考 察

全体のB. canis抗体陽性率は，2.5％（12/484）であ

った．犬のグループ別陽性率は，野犬が2.6％（8/310），

飼育犬が2 .3 ％（3/133），繁殖用犬が2 .4 ％（1/41）

で，各グループ別の陽性率に有意な差はみられなかっ

た．国内の2～5％の飼育犬がB. canis抗体陽性である

と報告されているが［1h3］，本調査により，徳島県内の

飼育犬のB. canis抗体陽性率も野犬及び繁殖用犬と同

等であることが明らかとなった．

B. canis抗体陽性を示した12検体のうち11検体は，

野犬及び飼育犬であった（表1）．残りの1検体は，2010

年8月に臨床獣医師を通じて譲渡された繁殖用犬（チワ

ワ，雌，推定13歳）で，当該犬の譲渡1カ月前に採取

した保存血清を用いて同年10月に実施したB. canis抗

体検査では抗体価は160倍であった（表1，表2）．

抗体陽性を示したチワワの元飼養者（表3）に聞き取

りしたところ，過去に流産等の症状は認められなかった

とのことであった．次いで，このチワワを診察したS動

物病院の獣医師に情報提供するとともに，当該犬と現在

同居している犬2頭のB. canis抗体検査を同年11月に

実施したところ，いずれも抗体陰性であった（表2）．

当該犬は，譲渡前に会陰ヘルニアの整復術と避妊手術

を受けており，術前・術後にアンピシリン，ビクタス，

オルビフロキサシンを投与されていたことから，抗体価

の減少は，避妊手術や抗菌薬投与が原因である可能性も

考えられた［1, 2］．

ブルセラ症に罹患した犬は，慢性化し易く，極度のス

トレスを受けると健康状態が悪化したり不定期に菌を排

出することがある［6］．このことから，抗体陽性のチワ

ワが感染源となり，現在の飼い主や同居する犬がブルセ

ラ症に罹患することを防ぐため，現在の飼い主と獣医師

の協力のもと当該犬に対して2010年11月から2011年

1月までの2カ月間ミノペン，カナマイシンの投薬を行

った．投薬終了後の2011年3月に，当該犬と同居する

犬についてB. canis抗体検査を実施したところ，いずれ

も抗体陰性であった（表2）．

B. canis抗体陽性の犬は，隔離と長期間にわたる抗菌

薬による投薬治療及び経時的なB. canis抗体の検査を含

む経過観察が必要とされる［1h3, 6］．本研究では，

B. canis抗体陽性の当該犬及び同居する犬に対する感染

予防対策については，獣医師と現在の飼い主が協力的で

きわめて円滑な対応が可能となったが，その後の経過観

察は実施できなかった．

一方，元飼養者は，長期間にわたり当該犬と接触して

いたことから，感染症担当課及び医療機関と連携して，

医療機関での受診及びB. canis抗体検査を実施したとこ

ろ，臨床症状もみられず，B. canis抗体も抗体陰性であ
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表 1　徳島県動物愛護管理センターに収容された犬にお
ける Brucella canis抗体保有状況 

収容事由 検査 頭数 
陽性頭数 

（陽性率：％） 

陽性頭数／ 
検査頭数　 

（陽性率：％） 

雄 雌 

野犬は県内で収容された飼い主のいない，または不明の
犬，飼育犬は飼い主から引き取りを依頼された犬，繁殖
用犬は繁殖業者の登録取り消しに伴い，緊急避難的に収
容された犬 
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表 2 　B. canis抗体陽性犬及びその同居犬への対応 

年　月 対　　　応 

・チワワ（雌，13 歳（推定））を元飼養者か
ら緊急避難的に収容 
・当該犬は，過去において流産等の症状は認
められなかった 
・健康診断のため採血し，血清を保存 
・S動物病院で当該犬の会陰ヘルニア整復術
を実施 

・S動物病院でチワワの不妊手術を実施 
・手術中，手術後にアンピシリン，ビクタス，
オルビフロキサシンを投与 
・当該犬を S動物病院を通じて新たな飼い
主に譲渡 

・抗体検査（ 7月採取血清） 
チワワ→陽性（160 倍） 
・S動物病院獣医師に情報提供 
・獣医師，動物病院スタッフ，現在の飼い主
の健康状態は良好 

・抗体検査 
チワワ→陰性（10 倍） 
2 頭の同居犬： 
トイプードル（雌，1歳，不妊手術済） 
→陰性（10 倍） 
ミニチュアダックスフンド（雄，12歳） 
→陰性（20 倍） 

・S動物病院でチワワへの投薬治療（ミノペ
ン，カナマイシン） 

・抗体検査 
チワワ→陰性（20 倍） 
2 頭の同居犬： 
トイプードル→陰性（20 倍） 
ミニチュアダックスフンド→陰性（20倍） 

2010年 7 月 

2010年 8 月 

2010年10月 

2010年11月 

2010年11月～ 
2011年 1 月 

2011年 2 月 



った（表3）．

なお，現在の飼い主，S動物病院の獣医師及びスタッ

フの聞き取り調査では，いずれも良好な健康状態であっ

た．

感染症法や家畜伝染病予防法においては，B. canis抗

体陽性の犬や人への感染防止対策等について特段の規定

はない．しかしながら，動物由来感染症には，狂犬病等

のように発症すると致死的な疾病からブルセラ症のよう

に重篤な症状は示さないものの，身近なペットから感染

する機会が多く，また，持続感染することで明らかに生

活の質の低下を招く疾病まで多様な特性のものが含まれ

ている．したがって，感染症法に基づく積極的な疫学調

査や届出の対象に該当しない疾病であっても疾病の特性

や動物との関与等を総合的に判断し，必要な対策を講じ

ることが重要であると思われる．

ペットとの過度な接触が増加する中，身近なペットか

ら動物由来感染症の罹患と感染拡大を未然に防止するた

めには，関係者への正確な知識の普及・啓発と関係機関

における情報の共有化を図るとともに，関連部局との連

携を密にし，動物行政担当者や獣医療関係者から関連の

情報を発信し続けていくことが重要である．

本研究では，医療，獣医療及び行政の三者が連携して

犬ブルセラ症の対応を行った．今後，ペットの普及に伴

って医療機関・獣医療機関では，患者や動物を診察・治

療する過程で動物由来感染症やこれを疑う症例に遭遇す

る機会が多くなることが予想される．したがって，医師

と獣医師は，患者や動物に関わる情報の積極的な交換と

共有化を図るとともに，行政は，動物由来感染症の防遏

を図るための体制を構築していくことが課題であると思

われた．
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表 3　元飼養者への対応の経緯 

年　月 対　　　応 

・元飼養者：繁殖業者（82 歳，男性）2001 年
以前，1975 年ごろから営業 
・動物愛護法に基づき登録取り消し 

・感染症担当課への情報提供 

・元飼養者：H医院を受診 
・保健環境センターで B. canis抗体検査 
→陰性（20倍） 

2010年 7 月 

2010年10月 

2010年12月 
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SUMMARY

In the present study, the prevalence of B. canis antibody was serologically examined in 484 dogs at Tokushi-
ma Prefectural Animal Welfare Center using the microplate agglutination test.  In total, 2.5% (12/484) of the
serum samples were found to be positive.  The positive rates in stray dogs, house dogs, and breeding dogs were
found to be 2.6% (8/310), 2.3% (3/133), and 2.4% (1/41), respectively.  Control of the B. canis infection in a
seropositive dog, in two dogs living with the seropositive dog and in the previous owner was successfully
achieved through collaboration among medical services, the veterinary services and the local government.
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